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二
十
一
世
紀
の
大
き
な
課
題
は
、
国
際

化
、
情
報
化
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
対
策

で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢

化
は
、
我
が
町
に
も
大
き
な
問
題
で
あ
り

ま
す
の
で
、
国
に
お
い
て
も
、
問
題
解
決

に
向
け
て
有
効
な
施
策
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

国
の
省
庁
再
編
が
整
理
で
き
、
次
は
地

方
の
行
政
組
織
の
再
編
の
番
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。
地
方
分
権
の
名
の
も
と
に
町
村

合
併
の
議
論
が
、
地
方
か
ら
で
は
な
く
国

サ
イ
ド
か
ら
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

昨
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
我
が
町
の

人
口
が
四
、
八
六
〇
人
と
、
残
念
な
が
ら

五
千
人
を
割
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
人
口
減
が
地
方
交
付
税
算
入
に
も
た
ら

す
影
響
も
心
配
で
す
。
今
年
度
は
庁
舎
建

設
に
着
手
す
る
わ
け
で
す
が
、
積
み
立
て

た
庁
舎
建
設
基
金
と
交
付
税
の
動
向
、
ま

た
財
政
の
平
準
化
や
住
民
福
祉
の
充
実
な

ど
に
も
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
新
年
度
予
算
に
あ
た
っ
て
は
、

町
づ
く
り
の
四
つ
の
柱
を
基
本
に
し
な
が

ら
編
成
し
ま
し
た
。
議
会
の
意
見
や
提
言
、

町
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
施
策
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
庁
舎
の
建
設

本
年
度
建
設
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
に
は
用
地
造
成

と
実
施
設
計
に
か
か
る
費
用
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
住
民
や
議
会
と
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
実
施
設
計
完
成

後
、
八
月
中
の
工
事
発
注
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

◆
町
営
住
宅

現
在
十
二
棟
十
五
世
帯
分
の
町
営
住
宅

は
、
常
に
満
員
の
状
況
で
す
。
本
年
度
新

た
に
二
棟
を
建
築
し
、
併
せ
て
団
地
内
道

路
や
環
境
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
対
策

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
世
帯
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
が
我
が
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
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第2回議会定例会が3月6日から開かれ、平成13年度一般会計
及び特別会計予算案、廃棄物処理等に関する条例の一部改正案
などの34議案が原案通り可決されました。
平成13年度の一般会計予算は39億2,600万円で、前年度当初

比8,900万円（2.3㌫）の増加となります。新年度予算の編成に
あたっては、平成13年度の地方財政計画を踏まえ、限られた自
主財源の中、町の行財政改革の推進に目を向けながら歳出の節
減と合理化に努めた結果となっています。
新年度にあたっての町長の施政方針と、予算の概要について

お知らせします。

―
―
　
施
政
方
針
か
ら
抜
す
い

新
世
紀
を
見
据
え

第
一
歩
を
踏
み
出
す



す
。
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
高
齢
者
世

話
付
住
宅
）
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

本
町
の
規
模
で
は
難
し
い
現
状
で
す
。
平

成
十
三
年
度
に
新
規
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
課

題
に
、
規
模
に
見
合
っ
た
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
第
三
セ
ク
タ
ー「
黄
桜
の
里
」

営
業
六
年
目
に
入
り
、
町
内
外
交
流
や

町
福
祉
の
拠
点
と
し
て
充
実
し
て
き
て
い

ま
す
。
町
の
支
援
策
と
し
て
、
営
業
開
始

前
の
会
社
自
己
投
資
分
へ
の
助
成
や
、
町

条
例
に
よ
る
入
湯
税
額
相
当
の
活
性
化
奨

励
金
の
交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

第
六
期
の
営
業
成
績
で
は
四
百
万
円
弱

の
単
年
度
赤
字
で
あ
り
、
経
営
改
善
が
見

ら
れ
ま
す
。
単
年
度
の
収
支
均
衡
を
図
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
多
面
的
な
役
割
を

担
う
拠
点
と
し
て
町
民
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
は

重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
で
東
側
の
空
き
地
に
遊

具
を
整
備
し
、
景
観
の
向
上
を
実
現
し
ま

し
た
。
ま
た
利
用
客
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
浴
室
入
り
口
ホ
ー
ル
の
奥
に

新
し
い
休
憩
所
の
増
設
を
計
画
し
、
平
成

十
三
年
度
当
初
予
算
に
調
査
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

◆
農
業
関
連

平
成
十
二
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
が
発
動
さ
れ
、
本
年
度
に
は
緩

傾
斜
地
へ
の
支
払
い
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
初
予
算
に
は
急
傾
斜
地
の
み
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
六
月
に
は
面
積
が
確
定
し
、

そ
の
後
予
算
を
補
正
し
支
払
い
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

中
山
間
地
域
活
性
化
基
金
は
今
年
が
最

終
年
度
と
な
り
、
残
り
の
基
金
を
全
て
事

業
で
使
い
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
年

度
で
は
八
塩
そ
ば
工
房
を
設
置
し
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
「
や
し
お
」
な
ど
、
町
内
で

消
費
を
目
安
と
し
た
一
〇
�
の
そ
ば
を
製

粉
す
る
機
械
の
設
置
が
主
な
も
の
で
す
。

◆
八
塩
い
こ
い
の
森

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
完
成
を
も
っ
て
一

連
の
整
備
が
終
了
し
ま
し
た
。
八
塩
ダ
ム
、

ボ
ツ
メ
キ
名
水
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

そ
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
出
揃
い
、
特

産
品
料
理
の
素
材
も
定
着
見
込
み
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
、
時
間
を
か
け

な
が
ら
秋
田
県
の
観
光
拠
点
と
し
て
成
長

さ
せ
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
関
連
す
る
条

例
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

整
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
今
年
は
二
十
一
世
紀
の
最
初
の
年

と
な
り
、
記
念
の
事
業
を
企
画
し
ま
す
。

内
容
は
、
約
二
〇
�
の
広
さ
に
、
子
供
達

と
一
緒
に
桜
や
も
み
じ
の
植
樹
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
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町づくり4つの柱
『長寿社会を

共に寿
ことほ

ぐ町づくり』
『山紫水明の里づくり』
『活力ある産業の振興』
『次代を担う
心ゆたかな人づくり』

教
育
委
員
長
教
育
方
針

二
十
一
世
紀
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
政

治
、
行
財
政
、
あ
る
い
は
経
済
構
造
な
ど

社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
従
来
の

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
図
ら
れ
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
見
直
し
も
例

外
で
は
な
く
、
特
に
教
育
改
革
に
つ
い
て

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
人
一
人
の
多
様
な
個
性
を

ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か
が
教
育
の
最
大
の

課
題
で
す
。
基
礎
的
基
本
的
な
知
識
や
技

能
を
収
得
さ
せ
、
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
学
校
教
育
の
最
重
点
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
大
琴
小
学
校
の
統
合

平
成
十
四
年
度
か
ら
大
琴
小
学
校
と
高

瀬
小
学
校
の
統
合
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
統
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、

現
在
両
校
関
係
者
に
よ
る
統
合
推
進
委
員

会
を
開
き
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
通
学
方
法
に
つ
い
て
は
、
大
琴
地
区

の
ど
の
集
落
に
も
便
宜
を
図
る
よ
う
、
車

両
関
係
の
調
整
を
現
在
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
学
校
交
流
に
関
し
て

は
、
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
な
ど
、
両
校

の
関
係
者
で
協
議
を
行
う
予
定
で
す
。
残

さ
れ
た
一
年
間
を
準
備
期
間
と
し
て
、
保

護
者
・
児
童
の
願
い
に
応
え
る
べ
く
十
分

な
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
社
会
教
育

人
生
八
十
年
を
迎
え
、
社
会
が
複
雑

化
・
成
熟
化
し
て
い
く
に
し
た
が
い
、
町

民
の
学
習
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
個
人
の
生
き
甲
斐
追
求

の
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
社
会

的
連
帯
と
い
う
生
き
甲
斐
を
重
要
視
し
、

両
面
か
ら
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

高
橋
宏
幸
賞
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平

成
十
三
年
度
に
第
十
回
を
迎
え
ま
す
が
、

今
回
記
念
事
業
と
す
べ
く
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
こ
れ
ま
で
の
総
括
を

し
な
が
ら
、
今
後
の
あ
り
か
た
を
模
索
し

て
い
き
ま
す
。
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町民一人あたりの負担 

54,935円 
内　　　訳 

個人町民税……14,812円 
固定資産税……30,840円 
町たばこ税……  4,520円 
入　湯　税……  2,757円 
軽自動車税……  2,006円 
※2月末現在の人口5,075人で計算 

項　　　目 予　　算　　額 比　　率 

人 件 費  

物 件 費  

維 持 補 修 費  

扶 助 費  

補 助 費  

公 債 費  

投資及び出資金 

貸 付 金  

繰 出 金  

普通建設事業費 

災 害 復 旧 費  

予 備 費  

合 計  

7億5,491万円 

5億1,007万円 

3,533万円 

1億7,741万円 

4億6,943万円 

7億4,693万円 

222万円 

575万円 

2億5,660万円 

9億5,235万円 

1,100万円 

400万円 

39億2,600万円 

19.23％ 

12.99％ 

0.90％ 

4.52％ 

11.96％ 

19.03％ 

0.06％ 

0.15％ 

6.54％ 

24.26％ 

0.28％ 

0.10％ 

性質別・歳出予算額と構成費 

平成13年度当初予算

会 計

【
総
務
関
係
費
】

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
本
年
度
当
初
は

用
地
造
成
と
実
施
設
計
委
託
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
実
施
設
計
に
よ
り
事
業
費
算

出
後
、
八
月
頃
の
契
約
・
発
注
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

「
湯
楽
里
」
に
つ
い
て
、
浴
室
目
隠
し

の
竹
囲
い
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
調
査
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
会
館
に
つ
い
て
、
順
次
補
修
整

備
を
検
討
し
ま
す
。
昨
年
は
玉
米
会
館
の

内
部
改
造
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
十
三
年

度
で
は
高
瀬
館
の
屋
根
塗
装
、
法
内
克
雪

セ
ン
タ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
改
修
、
老
方
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
な
ど

を
行
い
ま
す
。

【
民
生
費
関
係
】

町
の
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
七
十
歳
は

ま
だ
敬
老
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
声
を
受

け
、
平
成
十
年
度
か
ら
段
階
を
も
う
け
て

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
最
終
目
的
の
七
十

五
歳
か
ら
の
対
象
と
し
ま
し
た
。
古
希

（
七
十
歳
）
を
祝
う
会
は
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

保
育
園
に
つ
い
て
、
町
内
二
つ
の
保
育

園
と
も
充
実
し
た
保
育
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
ふ
れ
合
い
訪
問
さ
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
、
こ
れ
を
期
に
入
口
階
段
に
ス

ロ
ー
プ
と
手
摺
り
を
設
置
し
ま
す
。

【
衛
生
費
関
係
】

農
業
集
落
排
水
事
業
の
老
方
・
舘
合
処

理
区
が
終
わ
り
、
平
成
十
三
年
度
に
は

蔵
・
法
内
処
理
区
に
着
手
し
ま
す
。
併
せ

て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
集
合
処

理
区
に
入
ら
な
い
地
区
、
ま
た
は
当
分
の

間
具
体
的
な
処
理
区
事
業
着
手
見
込
み
の

無
い
地
区
に
つ
い
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
市

町
村
の
取
り
組
み
も
本
格
化
す
る
中
、
本

荘
市
由
利
郡
の
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が

横
渡
に
完
成
し
、
臨
時
職
員
の
採
用
も
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
国
道
か
ら
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
費
を
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。

【
労
働
費
関
係
】

平
成
十
二
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
現
在
六
十
人
ほ
ど
の

登
録
会
員
が
い
ま
す
。
本
年
は
具
体
的
な

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
規
模
が
小
さ

く
国
県
補
助
事
業
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
当
初
は
町
単
独
の
補
助
事

業
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
関
係
】

施
設
園
芸
等
周
年
型
農
業
育
成
費
は
、

平
成
十
三
年
度
当
初
予
算

町　税 

負担金・手数料等 

繰入金 その他収入 

地方譲与税 
  64,000　1.6％ 
交付金 
 77,200　2.0％ 

地方交付税 

国・県支出金 

町　債 
291,716 
7.4％ 

80,505　2.1％ 

277,503
7.1％ 

121,391　3.1％ 

2,084,343 
53.1％ 

589,242
15.0％ 

340,100
8.7％ 

歳　入 

自 主 財 源 依 
存 

財 

源 

19.6％ 

80.4％ 

39億2,600万円 



事
業
実
施
主
体
の
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
に

対
し
て
県
補
助
事
業
の
六
分
の
一
の
町
負

担
を
支
出
し
ま
す
、
内
容
は
、
コ
ン
バ
イ

ン
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
導
入
費
用
で
す
。

中
山
間
地
域
活
性
化
基
金
に
お
け
る
八

塩
そ
ば
の
振
興
策
と
し
て
、
八
塩
い
こ
い

の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
そ
ば
工
房
の
設

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
で
は
、
急

傾
斜
地
を
対
象
と
し
て
平
成
十
二
年
度
で

三
十
七
集
落
に
行
わ
れ
ま
す
。
緩
傾
斜
地

に
つ
い
て
は
平
成
十
三
年
六
月
頃
ま
で
調

査
を
行
い
、
面
積
を
確
認
し
ま
す
。

本
年
度
緊
急
拡
大
分
と
し
て
転
作
面
積

が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
飼

料
稲
の
サ
イ
レ
ー
ジ
化
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
対
応
策
が
あ
り
、

協
議
会
の
発
足
に
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。本

年
度
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

で
は
、
家
畜
糞
尿
処
理
施
設
の
整
備
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
ま
た
七
地

区
の
排
水
路
に
つ
い
て
、
調
査
測
量
を
し

ま
す
。

い
こ
い
の
森
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

本
年
か
ら
本
格
的
に
観
光
施
設
と
し
て
の

営
業
を
始
め
る
た
め
に
、
所
管
を
企
画
課

に
移
し
、
態
勢
を
整
え
ま
す
。

【
商
工
費
関
係
】

景
気
の
好
転
を
望
み
な
が
ら
、
商
工
振

興
資
金
の
利
子
補
給
や
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
商
工
業
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総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 
土木費 

教育費 

公債費 

議会費 
76,296  1.9％ 

522,393
13.3％ 

450,904
11.5％ 

264,417  6.7％ 

996,868
25.4％ 

労働・商工費 
27,609  0.7％ 

323,092
8.2％ 

消防費 
161,166  4.1％ 

341,229  8.7％ 

災害復旧費他 
15,101  0.4％ 

746,925
19.0％ 

歳　出 
39億2,600万円 

　前年度比約2,922万円の増。国保税約1億5,297万円（前 
年度比250万円の増）。国庫支出金1億9,260万円（同535 
万円の増）。 
　歳出では保険給付費2億7,911万円（同約7万円減）、老 
人保健供出金約1億2,447万円（2,568万円の増） 

4億5,605国民健康保険 

老人保健医療 

簡 易 水 道  

農業集落排水 

　前年度比約8,803万円の増。支払基金交付金約5億4,924 
万円（前年度比6,324万円の増）。歳出では医療給付費7億 
8,354万円（同約8,803万円の増）、老人保健供出金約1億 
2,447万円（2,568万円の増）。 

　前年度比約8,957万円減。蔵法内地区工事への国庫補助 
金約1,263万円、県補助金2,975万円。 
　歳出では蔵法内地区事業費約2億6,808万円。 

　前年度比約2,253万円の増。介護保険給付収入約2億 
1,924万円（前年度比737万円の増）。自己負担収入約 
2,063万円（同512万円減）。 
　歳出ではサービス事業費約2億9,064万円（同2,253万円 
の増） 

　大平スキー場運営費特別会計は平成13年度より廃止。 

　前年度比約1億3,113万円減。使用料収入8,500万円（前 
年度比約74万円減）。 
　歳出では一般管理費約1,612万円（同64万円減）、東由 
利水道3,951万円（同約3,727万円減）、大琴水道約215万 
円（同8万円減）、元利償還金約5,454万円（同96万円の 
増）。大袖水道は廃止。 

主　　な　　内　　容 予算額 区　分 

万円 

7億8,955

万円 

1億6,260

万円 

3億4,916

万円 

2億9,124

万円 

20億4,860

万円 

東　 光 　苑 

合　　　　計 

特　別　会　計 
（千円以下は四捨五入） 

一 般

者
の
一
層
の
頑
張
り
を
期
待
し
ま
す
。

【
土
木
費
関
係
】

懸
案
と
な
っ
て
い
た
台
山
線
（
下
小
路

〜
跡
見
坂
）
の
歩
道
設
置
を
、
三
年
間
で

の
完
成
を
メ
ド
に
事
業
実
施
し
ま
す
。
ま

た
坪
倉
線
（
舘
合
新
田
地
内
）
の
改
良
を

本
年
度
実
施
し
ま
す
。

冬
季
交
通
対
策
と
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー

車
の
更
新
を
補
正
対
応
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

【
消
防
費
関
係
】

本
年
度
、
防
火
水
槽
三
基
の
新
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

【
教
育
費
関
係
】

給
食
食
器
を
、
年
次
計
画
で
磁
器
に
更

新
し
て
い
き
ま
す
。

第
十
回
を
迎
え
る
「
高
橋
宏
幸
賞
」
を

ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
今
後
の
方
針
を

考
え
、
本
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

小
学
校
校
舎
に
関
し
て
は
、
八
塩
小
学

校
体
育
館
の
耐
震
調
査
、
屋
根
の
修
理
、

高
瀬
小
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
整
備
、
教
員

住
宅
の
外
部
塗
装
な
ど
を
行
い
ま
す
。

海
外
研
修
に
つ
い
て
は
、
十
年
間
実
施

し
た
町
民
海
外
研
修
を
廃
止
し
、
三
年
目

と
な
る
中
学
生
海
外
研
修
の
参
加
枠
を
増

や
し
て
十
五
名
で
実
施
し
ま
す
。



■
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
職
員
の
採
用

一
市
八
町
の
容
器
包
装
分
別
収
集
が
平
成
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
開
始
と
な
り
、
処
理
業
務

を
本
町
が
受
託
。
職
員
採
用
募
集
の
結
果
、
普

通
作
業
員
三
人
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
四
人
、
計
七

人
を
採
用
。
う
ち
男
五
人
、
女
二
人
。
三
月
に

十
日
間
の
研
修
を
経
て
四
月
か
ら
業
務
開
始
。

■
少
子
化
対
策
遊
具
設
置

遊
具
選
定
委
員
会
の
答
申
を
も
と
に
、
特
例

交
付
金
事
業
に
よ
り
湯
楽
里
の
東
側
に
遊
具
二

基
（
ボ
ー
ル
ス
イ
ン
グ
、
木
製
ス
カ
イ
ロ
ー
プ
）

を
設
置
。
雪
解
け
後
に
、
道
の
駅
付
帯
の
公
園

と
し
て
、
子
供
達
の
遊
び
場
に
利
用
さ
れ
る
。

■
介
護
保
険

二
十
世
紀
最
後
の
大
事
業
と
言
わ
れ
た
介
護

保
険
、
直
前
ま
で
制
度
や
取
り
扱
い
に
変
更
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
や
事
業
者

か
ら
も
心
配
さ
れ
た
が
、
さ
ほ
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る
。新
規
利

用
者
な
ど
に
向
け
て
、今
後
も
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
く
。

三
月
一
日
現
在
の
認
定
申
請
は
二
七
二
件
。

う
ち
要
介
護
５
が
三
三
人
、
４
が
四
七
人
、
３

が
三
八
人
、
２
が
三
九
人
、
一
が
五
七
人
、
要

支
援
が
三
五
人
、
ま
た
非
該
当
が
二
三
人
と
な

っ
て
い
る
。

保
険
料
収
納
状
況
は
、
第
一
号
被
保
険
者
が

一
、
五
九
三
人
、
う
ち
特
別
徴
収
者
（
年
金
天

引
）
一
、
四
〇
二
人
、
普
通
徴
収
者
一
九
一
人
。

未
納
者
は
三
月
一
日
現
在
六
人
、
徴
収
率
九

九
･
六
�
。

■
心
の
健
康
問
題

平
成
十
二
年
に
お
け
る
自

殺
者
九
人
。
ス
ト
レ
ス
が
発

生
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
な

現
代
、
い
か
に
し
て
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
か
が
大
き
な

課
題
。
困
っ
た
と
き
誰
か
に

相
談
す
る
勇
気
を
持
っ
て
欲

し
い
。
二
月
十
五
日
「
心
の

健
康
推
進
協
議
会
」
の
協
議

に
あ
が
っ
た
問
題
点
が
、
近

所
隣
人
と
の
交
流
機
会
の
減

少
。
明
る
く
元
気
の
出
る
町

づ
く
り
に
、
町
民
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
農
　
業

稲
作
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
単
年
度
限

り
の
緊
急
拡
大
分
三
五
�
が
追
加
さ
れ
、
県
か

ら
の
配
分
が
三
九
〇
�
の
転
作
面
積
と
な
っ

た
。平

成
十
二
年
度
畑
作
物
の
販
売
状
況
は
、
前

年
比
数
量
が
ア
ッ
プ
し
た
も
の
は
栗
（
一
二

四
･
八
�
）、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
（
一
一
九
･
八

�
）
な
ど
。
逆
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
は
ほ
う
れ

ん
草
（
六
七
�
）、
馬
鈴
薯
（
七
四
�
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

葉
た
ば
こ
は
販
売
額
が
約
一
億
二
、
六
八
〇

万
円
で
前
年
に
比
べ
約
四
二
三
万
円
の
減
。
一

〇
�
当
た
り
で
約
一
万
六
千
円
の
減
収
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

集
落
協
定
の
と
り
ま
と
め
が
終
わ
り
、
三
月

下
旬
に
集
落
協
定
の
認
証
を
行
い
支
払
う
。
集

落
数
三
七
、
参
加
者
二
七
七
人
、
対
象
面
積
一

八
八
･
三
六
�
、
交
付
金
総
額
約
四
、
〇
〇
〇

万
円
。

■
国
県
道

国
道
一
〇
七
号
線
板
戸
工

区
の
完
成
予
定
は
平
成
十
四

年
度
。
昨
年
九
月
一
号
ト
ン

ネ
ル
（
黄
桜
ト
ン
ネ
ル
）
が

供
用
開
始
さ
れ
、
現
在
二
工

区
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
延
長
約

一
九
五
�
の
用
地
補
償
が
始

ま
っ
て
い
る
。
三
工
区
（
久

保
〜
二
工
区
）
は
平
成
十
三

年
度
に
着
工
予
定
。

神
岡
南
外
東
由
利
線
岩
舘

バ
イ
パ
ス
工
事
、
平
成
十
三

年
度
は
橋
台
一
基
な
ど
。
完

成
は
計
画
通
り
平
成
十
五
年
の
予
定
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

老
方
舘
合
地
区
二
月
二
十
八
日
現
在
の
加
入

状
況
は
、
平
成
十
年
度
実
施
分
が
約
五
一
�
、

平
成
十
一
年
度
分
が
約
二
七
�
、
平
成
十
二
年

度
分
が
約
一
七
�
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

■
庁
舎
建
設
事
業

基
本
設
計
を
「
湯
楽
里
」「
や
し
お
」
で
実

績
が
あ
る
（
株
）
地
域
空
間
研
究
所
に
委
託
。

今
後
設
計
協
議
を
進
め
る
。

■
冬
期
観
光
行
事

二
月
十
七
日
･
十
八
日
の
「
雪
も
の
が
た
り

２
０
０
１
」
は
恒
例
の
花
火
や
イ
ベ
ン
ト
に
延

べ
三
、
五
〇
〇
人
が
来
場
。

二
月
二
十
五
日
に
は
「
第
十
回
記
念
秋
田

県
選
抜
雪
上
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
十
二

チ
ー
ム
が
参
加
。
ま
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
特
別
企
画

で
た
け
し
軍
団
が
来
町
し
、
二
、
〇
〇
〇
人
近

い
観
客
の
中
で
対
戦
試
合
が
行
わ
れ
た
。
収
録

さ
れ
た
試
合
は
、
四
月
十
四
日
に
フ
ジ
テ
レ

ビ
系
で
全
国
放
送
さ
れ
る
予
定
。

■
郵
便
貯
金
資
金
還
元
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

平
成
十
二
年
一
月
十
六
日
、
東
北
郵
政
局
が

郵
便
貯
金
の
地
方
還
元
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
町
民
プ

ー
ル
脇
に
「
ソ
ー
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
時
計
」
を
設

置
。

■
東
光
苑
不
祥
事
被
害
者
へ
の
弁
済
完
了

平
成
十
三
年
二
月
、
遅
れ
て
い
た
首
都
圏
在

住
の
身
元
引
受
人
へ
の
返
還
を
実
施
し
、
被
害

者
全
員
へ
の
弁
済
を
完
了
し
た
。

■
町
税
･
国
保
税
収
納
状
況

平
成
十
三
年
二
月
末
ま
で
に
、
二
十
三
自
治

会
が
完
納
を
達
成
。

■
地
籍
調
査
に
基
づ
く
町
有
地
使
用
者
へ
の

対
応平

成
六
年
度
ま
で
の
地
籍
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
町
有
地
使
用
者
に
対
し
て
、
譲
渡
、
貸

与
、
返
還
の
三
区
分
を
原
則
に
、
三
十
九
名
の

対
象
者
と
協
議
を
進
め
た
。
そ
の
う
ち
二
十
一

名
か
ら
は
既
に
書
類
に
よ
る
回
答
が
あ
り
、
残

り
十
八
名
に
つ
い
て
は
、
雪
が
消
え
て
か
ら
説

明
と
現
地
確
認
を
行
い
、処
理
に
あ
た
る
予
定
。 ▲雪解け後に除幕式が行われる予

定のソーラー時計

町
長
行
政
報
告
の
要
旨
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四
人
の
議
員
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
）

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員

▽
農
集
排
事
業
未
認
可
地
域
は
合
併
処
理
浄
化

槽
と
並
行
し
て
検
討
す
べ
き
▽
造
林
事
業
へ
積

極
的
な
行
政
指
導
を
望
む
▽
八
塩
い
こ
い
の
森

の
通
年
活
用
を
検
討
す
べ
き
▽
家
畜
ふ
ん
尿
処

理
施
設
の
運
用
に
つ
い
て

長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員

▽
平
成
十
四
年
度
学
校
五
日
制
完
全
実
施
に
つ

い
て
地
域
へ
事
前
周
知
徹
底
を
▽
地
域
情
報
化

計
画
策
定
に
つ
い
て
▽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
活

用
計
画
に
つ
い
て

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

▽
高
校
生
へ
の
通
学
費
補
助
を
▽
学
童
保
育
の

設
置
を
▽
生
き
が
い
の
持
て
る
農
業
施
策
を
▽

住
民
不
在
の
町
村
合
併
論
に
つ
い
て
▽
自
民
党

の
Ｋ
Ｓ
Ｄ
汚
職
や
機
密
費
を
巡
る
腐
敗
構
造
に

つ
い
て

工
　
藤
　
　
　
実
　
議
員

▽
農
業
揚
水
機
、
頭
首
工
の
更
新
に
支
援
を
▽

稲
発
酵
粗
飼
料
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ
）
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
▽
学
校
給
食
に

地
場
産
の
食
材
を
▽
地
域
医
療
の
後
継
者
に
つ

い
て
▽
法
内
地
区
水
道
管
更
新
に
つ
い
て
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新庁舎建設に向けて庁舎建設室を設置
福祉サービスの充実に向けて町民課と福祉課を統合

議会三月定例会

議会三月定例会で可決された議案等は次のとおりです。（34件すべて議決され
ました）

議案第１号　財産（土地）の取得
⇒中山間地域総合整備事業による集落環境管理施設(堆肥処理施設)用地の取得
議案第２号　簡易水道事業設置条例の一部改正
議案第３号　簡易水道事業吸水条例の一部改正
議案第４号　職員の再任用に関する条例の制定
⇒公的年金支給開始年齢の引き上げを考慮し、再任用制度関して定めたもの
議案第５号　外国地方公共団体機関等に派遣される職員処遇等に関する条例の

一部改正
議案第６号　職員の定年等に関する条例の一部改正
議案第７号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
議案第８号　職員の育児休業等に関する条例の一部改正
議案第９号　一般職員の給与に関する条例の一部改正
議案第10号　単純労務職員の給与に関する条例の一部改正
議案第11号　町立学校条例の一部改正
議案第12号　廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
議案第13号　八塩いこいの森設置条例の一部改正
議案第14号　国民健康保険条例の一部改正
議案第15号　特別会計条例の一部改正
議案第16号　非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
議案第17号～22号　平成12年度一般会計および特別会計５会計の補正予算
議案第23号　簡易水道事業特別会計への繰り入れ
議案第24号　農業集落排水事業特別会計への繰り入れ
議案第25号～30号　平成13年度一般会計および特別会計５会計の当初予算
議案第31号　町道の廃止
⇒アクト線の旧路線を廃止し改良後の新路線を認定
議案第32号　町道の認定
議案第33号　課設置条例の一部改正
⇒｢町民課｣と｢福祉課｣を｢町民福祉課｣に統合し、｢庁舎建設室｣を新設（別
表参照）

議案第34号　固定資産評価審査委員会委員の選任

請願第１号　学校給食に地場産農産物を取り入れ、子供たちに安全でおいしい
給食をすすめる　⇒　趣旨採択

要望第４号　役場新庁舎建設に伴う商工会の新庁舎への入舎　⇒　継続審査
陳情第12号　消費税の大増税計画の中止を求める（前会の継続審査）⇒　不採

択

総　務　課　－　総務係／財政係／管財係 
企　画　課　－　企画振興係／商工観光係 
税　務　課　－　税務係／地籍係 
町民福祉課　－　町民係／生活環境係／ 
　　　　　　　　福祉係／保健係 
産　業　課　－　産業係／農村振興係 
建　設　課　－　管理係／建設係／上下水道係 
庁舎建設室　－　庁舎建設係 
特別養護老人ホーム「東光苑」、 
デイサービスセンター、 
在宅介護支援センター「いちょう館」 

助　役 

収入役 

町　長 

出　納　室 会計係 

町の機構（町長部局） 

議案第33号関連 

一
　
般
　
質
　
問



13.4.1 広報ひがしゆり　8

三
月
上
旬
名
残
雪
の
季
節
、
平
成
十
二
年
度
町
内
小
中

学
校
の
卒
業
式
が
、
各
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎
で
過
ご
し
た
年
月
を
振

り
返
り
涙
す
る
光
景
も
見
ら
れ
、
式
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、

在
校
生
や
恩
師
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
る
お
祝
い
の
言
葉
や
花

束
を
受
け
な
が
ら
、
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
旅

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
卒
業
式
を
ス
ナ
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す
。

東由利中学校（3／10）
�
卒
業
証
書
の
重
さ
に

身
が
引
き
締
ま
り
ま
す

�
先
生
と
一
緒
に
野
球
部
員
一
同
万
歳

▲教室の前で友達と一緒に記念撮影

八
塩
小
学
校
（
３
／
17
）

�
受
付
で
つ
け
て
も
ら
う
リ
ボ

ン
が
誇
ら
し
そ
う

�▲在校生と一緒
に卒業の歌が
響き合う

大琴小学校（3／17）

▲担任の先生と一緒に堂々の入場

�
在
校
生
か
ら
お
祝
い
の
鉢
花

が
贈
ら
れ
ま
す
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高
瀬
小
学
校
（
３
／
16
）▲卒業証書を受取り胸を張って歩きます

▲在校生のアーチと拍手で送られます

平成十三年度小学校入学児童（敬称略）

八塩小学校（14人）
佐藤晴

はる

樹
き

(葎沢)、佐藤麗
れい

花
か

(下小屋)、佐藤航
わたる

(時雨
山)、根田未

み

咲
さき

(田代)、長谷山公
きみ

子
こ

(田代)、菊地咲
さ

樹
き

(宇戸坂)、村上遥
よう

(宇戸坂)、伊東茜
あかね

(舘西)、佐藤
逸星
いっせい

(八日町)、嶽石智大
ともひろ

(八日町)、遠藤瑠
る

美
み

香
か

(五
海保)、工藤優

ゆう

貴
き

(山崎)、大塚千
ち

聖
さと

(板戸)、高橋翼
つばさ

(舘合新田)

高瀬小学校（12人）
長沼桃

もも

子
こ

(新町)、森川佳
か

菜
な

(横小路)、畠山和繁
かずしげ

(上
通)、小松梨

り

乃
の

(下通)、小野智
ち

恵
え

子
こ

(上里)、阿部麗
れい

奈
な

(横渡)、遠藤明
あか

莉
り

(横渡)、伊東美
み

寿
す

珠
ず

(蔵新田)、
太田潤

みつ

夏
か

(蔵新田)、千葉友
とも

佳
か

(蔵新田)、小松成
なる

海
み

(宮ノ前)、千葉優
ゆ

美
み

(黒沢)

大琴小学校（14人）
長山采

こと

未
み

(大吹川)、畠山拓
たく

(大吹川)、畠山将太
しょうた

(大
吹川)、鈴木将太

しょうた

(袖山)、板垣毎
ま

奈
な

(大琴)、小松良
よし

尚
ひさ

(大琴)、佐々木彩
あや

(大琴)、佐々木祐
ゆう

太
た

(大琴)、
佐々木穂

ほ

乃
の

香
か

(大琴)、遠藤理
り

奈
な

(宿)、小野夏
なつ

実
み

(宿)、
小野夏

か

歩
ほ

(宿)、木島雅晴
まさはる

(大台)、高橋友
とも

希
き

(杉森)

投票日 

 　当日、仕事や旅行等で投票ができない見込みの方 
は、ぜひ「不在者投票」をしましょう！  
●不在者投票のできる期間　3月29日～4月14日(午 
　前8時30分から午後8時まで役場選挙管理委員会 
　で受け付けています。) 
●当日の投票時間は、午前7時から午後8時までで 
　すが、次の投票所は1時間繰り上げて午後7時 
　までです。  
・第3（袖山館）　・第5（松柴地区集会所）　 
・第7（祝沢地区集会所）　 
・第10（黒沢地区集会所） 
・第12（杉森地区集会所） 

●任期満了による農業委員会委員一般選挙は、 
　4月29日（告示は4月24日）に行われます。  
●当日の投票時間は、全投票区とも午前7時か 
　ら午後6時までです。詳しいことは、後日発 
　行の役場通信でお知らせします。 

投票日 

秋田県知事選挙 

農業委員会委員一般選挙 

選挙に関するお問い合わせは、東由利町
選挙管理委員会（�69－2110）まで
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23個人と2団体の 
栄誉を讃えて 
23個人と2団体の 
栄誉を讃えて 

東由利町 表彰式 スポーツ賞 
芸術文化賞 

平成12年度 

氏　　　　名 自治会 所　　　　属 成　　　　　　　績 
本荘由利中学校陸上競技大会砲 
丸投優勝 

本荘由利中学校陸上競技大会３ 
種Ａ優勝 

本荘由利中学校陸上競技大会走 
り高跳び優勝 

秋田県スポーツ少年団スキー交 
流会中学２年女子第１位 

本荘由利小学生水泳交流会５年 
男子100m自由形第１位 

本荘由利スポーツ少年団種目別 
交流会スキー競技５年男子１位 

秋田県新相撲選手権大会４年生 
以下の部優勝 

秋田県スポーツ少年スキー交流 
会小学２年女子第１位 

ジュニアオリンピックアルペン 
部門第４位 

秋田県高等学校新人体育大会女 
子円盤投第１位 

秋季東北地区高校野球秋田県大 
会優勝 

秋田県高等学校新人体育大会ソ 
フトボール第１位 

全国高等学校選抜ボート大会女 
子舵手付フォア第４位、全国高 
等学校総合体育大会ボート競技 
女子舵手付フォア第５位 

秋田県高等学校総合体育大会ソ 
フトボール競技第３位、県民体 
育大会ソフトボール少年女子第 
３位 

関東学生選手権女子10000m第３ 
位、全日本学生選手権女子10000 
m第６位、環日本海縦断駅伝出場 
（県代表）１区、東日本女子駅 
伝出場（県代表）１区、大学駅 
伝関東地区予選準優勝、全日本 
大学女子駅伝優勝 

大日向　和　樹 

畠　山　聡　司 

長谷山　皓　大 

鈴　木　翔　子 

阿　部　昌　之 

長　沼　將　馬 

高　橋　尚　子 

佐々木　亜　美 

小　松　裕　介 

小　松　慶　子 

遠　藤　勇　樹 

千　葉　樹　里 

古　関　彩　子 

谷　口　真　生 

畑　山　裕　美 

大　琴 

茂　沢 

地下ノ沢 

沼 

岩　舘 

新　町 

十二ノ前 

大　琴 

上　通 

須郷田 

野　田 

蔵新田 

松　柴 

上　通 

島 

東由利中学校 

東由利中学校 

東由利中学校 

東由利中学校 

高瀬小学校 

高瀬小学校 

高瀬小学校 

大琴小学校 

角館高等学校 

本荘高等学校 

金足農業高等学校 

由利高等学校 

由利高等学校 

西目高等学校 

城西大学 

太 陽 チ ー ム  ゲートボール 全国選抜ゲートボール大会秋田県予選 優勝 

大琴野球スポーツ 
少年団 

野　　　球 本荘由利小学校クラブ野球大会準優勝 

【スポーツ特別賞】 

【スポーツ栄誉賞　団体の部】 

【スポーツ栄誉賞　個人の部】 

スポーツ賞受賞者 

氏　　　　名 自治会 所　　　属 成　　　　　　　績 

氏　　　　名 自治会 成　　　　　　　　　　績 

第24回全国高等学校総合文化祭郷 
土芸能部門文化連盟賞受賞 

第24回全国高等学校総合文化祭郷 
土芸能部門文化連盟賞受賞 

第30回秋田県民謡グループ対抗歌 
合戦個人の部第２位 

第42回秋田県美術展覧会写真の部 
入選 

第42回秋田県美術展覧会写真の部 
入選 

第42回秋田県美術展覧会写真の部 
入選 

佐　藤　明　美 

佐　藤　麻　美 

杉　野　文　子 

八　嶋　　　保 

藤　原　陽太郎 

佐々木　　　義 

向　田 

向　田 

横　渡 

上　通 

上　通 

大　琴 

由利高等学校 

由利高等学校 

【奨励賞】 

芸術文化賞受賞者 

第42回秋田県美術展覧会工芸の部入選 
陶芸サークル「燿幻会」代表。「全県野焼きを楽 
しむ集い」開催に奔走し、また少年少女及び一般 
町民の陶芸技術普及に務めるなど、町芸術文化振 
興に寄与した。 

町内結社「せせらぎ句会」に所属。また県内誌「幻 
魚」同人。「由利俳句の会」の主要幹部として、 
地方俳句界の発展に寄与した。 

【功労賞】 

高　橋　ヒデ子 

小　松　幸　子 中　通 

横　渡 

町
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
と
芸
術
文
化
賞

の
表
彰
式
が
、
三
月
八
日
有
鄰
館
で

開
催
さ
れ
、
二
十
三
個
人
と
二
団
体

が
晴
れ
の
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

式
典
に
は
受
賞
者
や
関
係
者
な
ど

約
六
十
名
が
出
席
し
そ
の
栄
誉
を
讃

え
、
式
の
終
わ
り
に
は
芸
術
文
化
功

労
賞
を
受
賞
し
た
高
橋
ヒ
デ
子
さ
ん

か
ら
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲芸文協会長から芸術
文化賞が手渡される

�
堂
々
の
栄
誉
に
輝
い
た
大
琴

野
球
ス
ポ
少
チ
ー
ム



の
昭
和
三
十
一
年
七
月
か
ら
議
会
議
長
を

十
二
年
間
歴
任
。
そ
の
ほ
か
農
業
委
員
、

玉
米
財
産
区
管
理
委
員
に
も
就
任
し
、
町

勢
の
伸
長
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

林
業
経
営
に
お
い
て
は
、
独
創
的
な
取

り
組
み
で
広
く
地
域
の
林
業
技
術
向
上
に

寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五
十

二
年
勲
五
等
双
光
旭
日
章
（
林
業
振
興
功

労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
四

年
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
議
会
議
長
職
の

功
績
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

町
功
労
者
で
東
由
利
村
議
会
議
長
を
三

期
十
二
年
間
務
め
ら
れ
た
佐
藤
与
吉
郎
氏

が
、
三
月
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
七
年
玉
米
村
議
会
議
員
就

任
以
来
、
玉
米
村
助
役
、
森
林
組
合
長
、

消
防
団
長
等
を
務
め
、
東
由
利
村
発
足
後

佐
藤
与
吉
郎
氏
逝
去

町
功
労
者
（
元
東
由
利
村
議
会
議
長
）

二
月
二
十
八
日
、
町
女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
有
鄰
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
資
源
の
有
効
活
用
が
テ
ー

マ
。
本
荘
由
利
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
長
の
田
口
正
弘

氏
が
「
い
ま
、
な
ぜ
リ
サ
イ
ク
ル
な
の
か
」
と
題
し
て
基

調
講
演
を
行
い
、
そ
の
あ
と
連
合
婦
人
会
な
ど
三
つ
の
女

性
グ
ル
ー
プ
と
、
町
関
係
職
員
か
ら
提
言
・
事
例
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
の
後
に
は
、
雄
物
川
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
の
鈴
木
道
郎
氏
か
ら
、
中
高
年
婦
人
の
健
康
管
理

に
関
す
る
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
二
十
一
世
紀
社
会
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
対
策
が
日
常
生
活
に
も
及
ん
で
く
る
と
あ
っ

て
、
百
五
十
名
余
り
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

資
源
の
大
切
さ
を
考
え
る

第
13
回
女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�
ご
み
問
題
は
一
人
一
人
が
主

役
と
話
す
田
口
氏

東
由
利
町
を
舞
台
に

介
護
の
姿
を
童
話
に
描
く

「
た
す
け
て
け
れ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
あ

し
、
う
ご
か
ね
と
い
っ
て
泣
（
な
）
で
る
…
」

…
。―

―
田
舎
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
電
話

を
受
け
、
幼
い
ヤ
ヨ
イ
が
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
、
雪
の
東
由
利
町
へ
向
か
い
ま
す
。
東
由

利
町
を
舞
台
に
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
で
始
ま

る
こ
の
お
話
『
雪
洞
櫻
』
が
、
こ
の
ほ
ど
文

芸
社
か
ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
作
者
の
斎
藤

静
絵
さ
ん
（
埼
玉
県
）
は
、
本
町
出
身
の
童

話
作
家
、
高
橋
宏
幸
さ
ん
の
も
と
で
勉
強
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
縁
で
八
塩
い
こ
い
の
森

へ
黄
桜
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
東
由
利
町
が
誇
る
豊
か
な

自
然
の
様
子
を
要
所
に
ち
り
ば
め
な
が
ら
、

家
族
介
護
の
姿
を
奥
深
く
描
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
今
日
、
子
ど
も
が
絆

と
な
る
優
し
さ
と
ふ
れ
合
い
の
中
に
、
介
護

問
題
に
対
す
る
希
望
の
光
が
見
え
て
き
ま

す
。

�
高
橋
先
生
と
斎
藤
さ
ん

（
高
橋
先
生
の
個
展
会
場
に
て
）

『
雪ぼ

ん

洞ぼ
り

櫻ざ
く
ら

』

（
作：

斎
藤
静
絵
さ
ん
／
文
芸
社
）

※
ぼ
ん
ぼ
り
（
雪
洞
）
…
物
が
う
す
く
透
い
て
ぼ

ん
や
り
見
え
る
さ
ま
。

11 広報ひがしゆり　13.4.1
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名
前
の
由
来
は

「
主
人
と
二
人
で
考
え
て
、
明
る
い
未
来
が

や
っ
て
く
る
よ
う
に
と
つ
け
ま
し
た
」

最
近
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「
歩
く
の
が
や
っ
と
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

幼
児
番
組
や
歌
番
組
が
大
好
き
で
、
テ
レ

ビ
で
音
楽
が
流
れ
る
と
体
を
ゆ
ら
し
て
踊

っ
た
り
し
て
い
ま
す
」

兄
弟
の
仲
は

「
三
歳
に
な
る
姉
（
菜
々
子
）
が
め
ん
ど
う

を
よ
く
見
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
、
ど
ん
な
に
泣
い
て
る
と
き

で
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
側
に
来
る
と
泣
き

や
み
ま
す
」

将
来
は
ど
ん
な
人
に

「
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
欲

し
い
で
す
」

畠山未咲子ちゃん
（中通・１歳）

お父さん：知也さん
お母さん：洋子さん

お話し：洋子さん

中
学
校
女
子
卒
業
生
に
防
犯
ベ
ル

卒
業
を
迎
え
た
東
由
利
中
学
校
の
女
子
生

徒
三
十
三
名
に
、
三
月
九
日
、
町
防
犯
協
会

か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ブ
ザ
ー
は
、
義
務
教
育
を
終
え
自
分

の
意
志
で
歩
き
始
め
る
生
徒
た
ち
に
、
社
会

の
現
実
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
ま
た
心
の
誘

惑
か
ら
も
自
分
を
守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め

て
贈
ら
れ

た
も
の
で

す
。

東
由
利
町
防
犯
協
会

ル
ビ
コ
ン
本
社
が
大
臣
賞
を
受
賞

地
域
活
性
化
貢
献
企
業
表
彰

本
町
の
最
大
企
業
秋
田
ル
ビ
コ
ン
の
本
社
で
あ
る
ル
ビ
コ
ン
（
株
）（
長
野

県
伊
那
市
・
登
内
英
憲
社
長
）
が
、
国
土
交
通
省
主
催
の
「
二
〇
〇
〇
年
度
地

域
活
性
化
貢
献
企
業
表
彰
」
で
大
賞
（
国
土
交
通
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
社
の
創
設
者
で
現
会
長
の
登
内
英
夫
氏
は
、
秋
田
ル
ビ
コ
ン
の
開
設
に
よ

る
本
町
経
済
の
活
性
化
と
産
業
振
興
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
一
年
に
町
功
労
者
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
受
賞
し
た
企
業

は
ル
ビ
コ
ン
を
含
め
全
国
三
社
で
、
長
野
県

内
で
は
初
の
大
賞
受
賞
と
な
り
、
地
元
新
聞

な
ど
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
が
製
造
す
る
ア
ル
ミ
電
解
コ

ン
デ
ン
サ
は
、
カ
メ
ラ
の
ス
ト
ロ
ボ
な
ど
に

用
い
ら
れ
、
そ
の
世
界
シ
ェ
ア
は
七
割
を
占

め
、
品
質
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

ストーカー規制法
（平成12年11月24日施行）

あなたとあなたの大切な人を守る法律です

こんな行為はストーカーです
１つきまとい・待ち伏せ・押しかけ
２監視していると告げる行為
３面会・交際の要求
４乱暴な言動
５無言電話､連続した電話・ファクシミリ
６汚物などの送付
７名誉を傷つける
８性的しゅう恥心の侵害　など

ストーカー被害の相談は、まず警察へ
ストーカー被害に関する悩み事は、お近く
の警察署か駐在所へ連絡してください。

▲女子卒業生に贈
られた防犯ブザー

朝
鮮
文
化
に
学
び
地
域
振
興
を
語
る

三
月
二
日
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
に
お
い
て
、
弁
天
島

ほ
た
る
の
会
が
主
催
す
る
地
域
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

講
師
に
は
、
本
町
新
町
出
身
、
山
梨
学
院
大
学
教
授
の
宮

塚
利
雄
さ
ん
を
迎
え
、「
国
際
化
の
行
方
と
地
域
の
振
興
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
塚
さ
ん
は
、
朝
鮮
近
・
現
代
経
済
史
を
専
攻
し
て
お
り
、

日
本
で
唯
一
の
パ
チ
ン
コ
産
業
論
の
講
義
を
行
う
ユ
ニ
ー
ク

な
大
学
教
授
。「
朝
鮮
観
光
」「
パ
チ
ン
コ
学
講
座
」「
日
本
焼

肉
物
語
」「
ア
リ
ラ
ン
の
誕
生
」
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
日
本

で
有
数
の
朝
鮮
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
場

に
は
五
十
人
余
り
の
聴
講
者
が
お
と
ず
れ
、
お
と
な
り
の
国

の
様
々
な
文
化
事
情
な
ど
を
ま
じ
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
講
演
会

�
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
朝
鮮
文
化

を
語
る
宮
塚
さ
ん

▲ルビコン（株）本社
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遠　藤　晃　人さん（野田・18歳）
秋田ルビコン勤務
バスケットボールが好きで、中学校高校とずっ
とクラブに所属。きつかった練習や、高2の大会
で全県ベスト4に入ったことなどが、学校時代の
思い出だそうです。休日は家でぼーっとしている
ことが多かったのですが、これからは買ったばか
りの車でドライブに出かけたいとのこと。初めて
の給料も車の費用になってしまうとか。これから
始まる新しい生活をきっかけに、いろんな趣味を
見つけていきたいと話してくれました。がんばれ
新社会人！スポーツマンの晃人くんでした。

二
月
四
日
、
大
平
ス
キ
ー
場
で
町
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
主
催
に
よ
る
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
、
た
だ

コ
ー
ス
を
滑
る
早
さ
を
競
う
も
の
で
は
な
く
、

あ
ら
か
じ
め
自
分
の
予
想
タ
イ
ム
を
申
告
し
、

そ
れ
に
近
い
タ
イ
ム
で
滑
る
と
い
う
も
の
。
自

分
の
力
量
に
あ
わ
せ
、
大
人
も
子
供
も
関
係
な

く
競
争
で
き
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
全
員
よ
り

集
中
し
た
様
子
で
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▼
一
位
／
柳
橋
翔
▼
二
位
／
佐
々
木
駿
人
▼
三

位
／
長
沼
將
馬
▼
四
位
／
井
島
貴
之
▼
五
位
／

高
木
健
▼
六
位
／
高
橋
将
也

カ
ン
と
上
手
さ
が
勝
負
の
決
め
手

第
３
回
大
平
ス
キ
ー
大
会

▲雪の中元気いっぱいの参加者

古
い
消
火
器
に
注
意
を
！

三
月
四
日
、
名
古
屋
市
で
七
十
九
歳
の
男
性
が
二
十
二
年
前
の
粉
末
消
火
器
を
捨
て
よ
う
と

し
て
中
身
を
噴
射
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
さ
び
て
い
た
消
火
器
の
底
部
が
破
裂
し
、
顔
面
に
直
撃
を

受
け
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
り
、
新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
住
宅
の
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
住
ま
い
の
防
火

対
策
と
し
て
、
消
火
器
を
備

え
付
け
て
い
る
家
庭
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
設
置
方
法
、
管

理
方
法
な
ど
を
誤
れ
ば
、
前

記
の
よ
う
に
重
大
な
人
身
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
、
正
し
く
使
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

消火器取扱の注意

①容器やキャップにサビ・キズ・変形のあ
るものは破裂するおそれがありますので、
絶対に使用しないでください。
②５年を目安に点検を行ってください。
③耐用年数（取扱書や銘板に表示されてい
ます）が過ぎたものは使用しないでくださ
い。
④安全栓が黄色（ピンの輪）でなく、かつ、
上抜きでないものは失効していますので、
使用しないでください。
⑤設置場所は高温多湿のところを避けてく
ださい。
⑥廃棄する場合は、必ず販売店または製造
元に相談してください。
⑦購入や点検の際は、悪質な訪問販売や点
検業者に注意してください。
※　不明な点については消防署並びに各分

署に連絡してください。

本荘地区消防事務組合

「
た
け
し
軍
団
悪
戦
苦
闘
の
雪
上
野
球
」

放
送
の
お
知
ら
せ

雪国の祭典・笑って許して！

放送日時
平成13年4月14日（土）
午後2時から55分まで

放送局（6局ネット）
ＵＨＢ（北海道）、ＡＫＴ（秋田）、
ＭＩＴ（岩手）、ＯＸ（宮城）、
ＳＡＹ（山形）、ＦＴＶ（福島）

※関東その他の地域については、フジテレ
ビ系のチャンネルで、放送予定をご確認
ください。
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本荘市から

本荘さくらまつり
�と　き…4月20日(金)～30日(月)
�ところ…本荘公園
本荘市商工観光課　�２２－４４４６

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

金　浦　市
�と　き…4月1日(日) 6：00～12：00
�ところ…ＪＲ金浦駅前広場
�内　容…植木、手作り品、特産品、新鮮な魚介類等販売

金浦町産業課　�３８－４３０１

仁賀保町から

実験教室『タコが浮いたり沈んだり』
～ぷかぷか浮沈子～

�と　き…4月21日(土) 14：00～
�ところ…フェライト子ども科学館(研究工房)
�内　容…ペットボトルを使って、浮力や空気・水など

の圧力について実験してみよう。参加無料
�対　象…小学生(1～3年生は保護者同伴)

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

金浦町から 象潟町から

三崎公園桜まつり
�と　き…4月7日(土)～30日(日)
�内　容…4月22日(日)にはイベントを予定
象潟町商工観光課　�４３－７５０４

由利高原春の花まつり
�と　き…4月20日(金)～5月6日(日)

10：00～16：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村、

由利高原ふれあい農場
�内　容…フォトコンテスト（応募は6月20日まで）、輪投

げ、ペットボトルロケット、特産品販売コーナ
ーなど
由利町企画商工課　�５３－２１１５

由利町から

栗山池公園桜まつり
�と　き…4月14日(土)～5月6日(日)
象潟町商工観光課　�４３－７５０４

鳥海ブルーライン開通
�と　き…4月27日(金) 10：00
�情　報…積雪が豊富で、雪の回廊がしばらく見られ

そうです。なお、当分の間夜間通行止めと
なります。

象潟町商工観光課　�４３－７５０４

科学実験セミナー
『チャレンジ・エアプレーン』

�と　き…4月22日(日) ①10：00～　②13：00～
�ところ…フェライト子ども科学館（研究工房）・

サイエンスパーク
�内　容…競技用の紙飛行機を作ってみよう。参加無料
�対　象…小学生(1～3年生は保護者同伴)

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
種
）

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い
ず

れ
も
大
学
卒
業
程
度
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

◆
郵
送
申
込
　
４
月
３
日
（
火
）
か
ら
５
月
10
日
（
木
）
ま
で
（
最

終
日
消
印
有
効
）

◆
窓
口
申
込
　
５
月
１
日
（
火
）
か
ら
５
月
10
日
（
木
）
ま
で

【
第
一
次
試
験
】

◆
Ⅰ
種
試
験
　
６
月
10
日
（
日
）

◆
Ⅱ
種
試
験
　
７
月
１
日
（
日
）

【
申
込
用
紙
】

３
月
21
日
（
木
）
か
ら
配
布
し
ま
す

【
申
込
・
問
合
せ
】

人
事
院
東
北
事
務
局
　
第
二
課
　
試
験
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
２
）
２
２
１
‐
２
０
２
２

よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.10

「
青
菜
と
ご
ぼ
う
の
ゴ
マ
あ
え
」（
３
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

ご
ぼ
う（
さ
さ
が
き
）６
０
ｇ
、
ほ
う
れ
ん
草
１
２
０
ｇ
、

に
ん
じ
ん
３
０
ｇ
、す
り
ご
ま
９
ｇ
、砂
糖
小
２
杯
、し

ょ
う
ゆ
小
２
杯

《
作
り
方
》

さ
さ
が
き
ご
ぼ
う
と
せ
ん
切
り
に
ん
じ
ん
を
を
ゆ

で
、
ほ
う
れ
ん
草
も
ゆ
で
て
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

っ
て
お
く
。
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
す
り
ご
ま
、
砂
糖
、

し
ょ
う
油
で
和
え
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

健
康
ブ
ー
ム
で
和
食

の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。
緑
黄
野
菜

と
食
物
繊
維
（
ご
ぼ
う
）

と
ゴ
マ
で
、
優
れ
た
バ

ラ
ン
ス
の
献
立
。
和
食

の
最
も
代
表
的
な
「
和

え
も
の
」
の
一
品
を
、

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
ど
う
ぞ
。

（
小
松
保
健
婦
）



①平成12年10月からの介護保険料は半額でしたが、平成13年度からはど
うなるのでしょうか？②また保険料を納めないでいると、介護保険のサ
ービスなどが受けられなくなると聞きましたが、本当ですか？

①65歳以上の方の介護保険料は、制度になれていただくために、平成12年10月より段階的な軽減
措置がとられてきました。平成13年度は、9月分までが本来の保険料の半額を、10月からは全額を

納めていただくことになります。

特別徴収の方（老齢年金等が年額18万円以上受給している人）は…年金の定期6回の支払の際に、保険料が
あらかじめ差し引かれます。平成13年度は、4・6・8月と10・12・2月に区分され、4・6・8月は、前年度
2月分の保険料額をそのまま納付します（仮徴収）。10・12・2月は前年の所得などをもとに年間の保険料
を算出し、4・6・8月の保険料を除いた金額を10・12・2月に振り分けた額を納付します（本徴収）。

普通徴収の方（特別徴収以外）は…納付書により7月から翌年2月まで8期に分けて納付します。

また、保険料は2,630円（基準額）をもとに、前年の所得段階別に計算され、4月上旬には納入通知書が送
付されます。

15 広報ひがしゆり　13.4.1

②特別の事情がないのに保険料を滞納していると、サ
ービスを受けられないことはありませんが、保険証にそ
の旨が記載され、滞納期間に応じて次のような措置がと
られます。
保険料を1年以上滞納すると…利用者が費用の全額をい
ったん自己負担し、申請によりあとで保険給付（費用
の9割）が支払われることになります。
1年6ヶ月以上滞納すると…利用者が費用の全額を負担
し、申請後も保険給付の一部または全部が一時的に差
し止めとなったり、滞納していた保険料と相殺された
りすることがあります。
2年以上滞納すると…利用者負担が1割から3割に引き上
げられ、さらに期間中は高額介護サービスの支給は受
けられないことがあります。

こんなときは
普通徴収になります

年金の年額が18万円以上の人でも、つぎの場
合は普通徴収で保険料を納めます。徴収の方法
は翌年度の10月分から特別徴収になります。
●65歳になったとき（納め始めた年度）
●他の市区町村から転入してきたとき
●所得段階の区分が変更になったとき
●4月1日の時点で年金を受けていなかったと
きなどの場合があります。

段　　　階 

第 1 段 階  

第 2 段 階  

第 3 段 階  

第 4 段 階  

第 5 段 階  

対　　　　　象　　　　　者 計 算 方 法  

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民税世 
帯非課税 

世帯全員が住民税非課税 

本人が住民税非課税 

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円未満 

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円以上 

基準額×0.5 

基準額×0.75 

基準額 

基準額×1.25 

基準額×1.5

65歳以上の人（第1号被保険者）の保険料 

Q.

問合せ　町民福祉課福祉係�69－2118

A.
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新
人
で
す

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

三
名
の
方
が
三
月
三
十
一
日
付
で
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

佐々木カツコさん
（高瀬小学校校務員）

佐藤　　貢さん　　　
（税務課主席課長補佐）

阿部　　力さん
（主幹兼税務課長）

武　嶋　和　泉
（本荘市、昭和52年生まれ）

小　野　俊　輔

（宿、昭和57年生まれ）

退職しました
お世話になりました

広域リサイクル施設職員紹介

今
年
４
月
か
ら
、
本
荘
由
利

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

▲4月から稼働するリサイクル施設（根城地内） 阿部　好美さん
（野　田）

工藤美和子さん
（久　保）

大庭　　孝さん
（蔵）

梅津　正明さん
（大　琴）

村上　正勝さん
（家ノ下）

阿部　勝幸さん
（横　渡）

小松　俊一さん
（松　柴）

普通作業員（３名）

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
４
名
）

※異動の詳細について
は役場通信でお知ら
せします。
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■支給除外
次に該当する場合は支給されません。
ア）受給者が公的年金給付を受けられ
る場合
イ）受給者や扶養義務者の所得が制限
額を超える場合
ウ）受給資格が発生してから５年を経
過した場合（請求する権利がなくな
ります）

【児童扶養手当】
父親がいない家庭や、病気・けがのため障害者となった父親のい

る家庭で、18歳までの子供を養育している母親などに、手当が支給
されます。（子供が障害を持っている場合は20歳になるまで支給さ
れます。）

■対象者
次に該当する子供を扶養している母、または養育者。
①父母が離婚し、父と生計を別にしている子供
②父が死亡、または生死不明となっている子供
③父が重度の障害を持っている子供
④父から１年以上遺棄されている子供
⑤父が１年以上拘禁されている子供
⑥婚姻によらないで生まれた子供 ■支給月額

・児童1人　42,370円
・児童2人　47,370円
・児童3人目以降は、1人
増えるごとに3,000円の
加算
※所得により支給の一部
が減らされる場合があ
ります。

問合せ　町民福祉課町民係
�69－2117

【特別児童扶養手当】
身体や知能に障害を持ってい

る20歳未満の子供を扶養してい
る方に、手当が支給されます。

■支給月額
1級（重度障害）51,550円
2級（中度障害）34,330円

で
す
。

花
見
は
単
な
る
行
楽
と
し
て
で
は
な

く
、
農
村
で
は
そ
の
年
の
農
事
の
始
ま

り
と
し
て
、
田
植
え
を
す
る
娘
た
ち
を

中
心
に
祝
う
風
習
が
あ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
桜
の
開
花
を
合
図
に
農

作
業
も
忙
し
く
な
り
、
そ
の
後
、
野
山

も
緑
に
包
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

四
月
二
十
九
日
は
「
み
ど
り
の
日
」

で
す
。
森
と
花
の
祭
典
―
み
ど
り
の
感

謝
祭
が
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
四
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
は「
み
ど
り
の
週
間
」

で
す
。
国
民
一
人
一
人
が
自
然
に
親
し

み
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な
心
を

育
む
と
い
う
「
み
ど
り
の
日
」
の
制
定

趣
旨
に
あ
わ
せ
、
各
地
で
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

花
　
　
見

「
花
」
と
い
え
ば
桜
の
こ
と
。
平
安

時
代
以
降
、「
花
見
の
宴
」
と
い
っ
て
、

桜
の
木
の
下
で
酒
を
飲
み
、
和
歌
を
詠

む
貴
族
の
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。

風
流
よ
り
酒
興
と
い
う
花
見
に
な
っ

た
の
は
、
元
禄
の
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
の
、
特
に
都
会
の
花
見
と
い
う

と
、
朝
か
ら
桜
の
木
の
下
で
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
広
げ
て
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が

場
所
取
り
を
し
て
い
る
風
景
を
見
か
け

ま
す
。「
花
疲
れ
」
と
い
う
季
語
も
あ

り
ま
す
が
、
花
を
見
る
た
め
に
歩
き
回

っ
て
疲
れ
た
と
い
う
よ
り
、
飲
み
過
ぎ

て
疲
れ
た
様
子
を
連
想
し
て
し
ま
い
ま

す
。桜

を
見
る
時
期
で
す
が
、
沖
縄
で
は
、

早
く
も
一
月
に
寒か

ん

緋ひ

桜
ざ
く
ら

が
咲
き
始
め
ま

す
。
一
方
北
海
道
は
五
月
ご
ろ
が
見
ご

ろ
で
、
南
部
に
は
染
井
吉
野
も
あ
り
ま

す
が
、
主
と
し
て
蝦え

夷ぞ

山や
ま

桜ざ
く
ら

で
す
。

毎
年
、
桜
前
線
と
し
て
発
表
さ
れ
る

の
は
、
染
井
吉
野
を
対
象
と
し
た
も
の
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

囲
い
縄
ひ
と
ふ
し
顔
出
す
四
温
晴
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

風
花
や
舗
道
に
に
じ
む
信
号
灯
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

膝
小
僧
仲
良
く
そ
ろ
え
雛
の
客
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

仰
向
け
ば
睫
毛
に
解
く
る
雪
の
華
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

姑
の
手
を
と
り
て
湯
舟
に
四
温
晴
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

雪
割
れ
り
翁
媼
が
声
か
け
て
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

金
ボ
タ
ン
す
ら
り
と
伸
び
て
入
学
す
　
　
　
　
蔵
　
　
阿
　
部
　
澄
　
子

賜
り
し
京
の
お
菓
子
で
雛
祭
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

風
に
た
え
風
を
頼
り
の

凧

中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

種
選
ぶ
無
慾
に
な
れ
ぬ
老
農
夫
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

雛
段
に
西
日
優
し
き
嬰
眠
る
　
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

天
は
戸
を
鎖
し
忘
れ
し
や
今
日
も
雪
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

学
び
舎
の
想
い
出
つ
き
ず
春
の
星
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

薄
墨
の
閉
ぢ
雲
雪
の
村
無
音
　
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

婚
の
旅
見
送
る
野
よ
り
揚
雲
雀
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

母
の
も
の
仕
立
直
し
て
う
ら
ら
け
し
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

種
浸
す
桶
に
は
じ
ま
る
野
の
日
暮
れ
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

下
校
子
の
礫
と
な
り
ぬ
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

雲
の
上
又
雲
が
行
く
春
の
山
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

春
め
く
や
コ
ー
ス
を
の
ば
す
散
策
路
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

四
六

猿
　
む
　
ご

む
か
し
む
か
し
、
山
の
畑
で
爺じ

さ

ま
が
豆
ま
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
一
粒
千
粒
、
一
粒
千
粒
」
と
ま
い

て
い
る
と
、
奥
山
か
ら
猿
が
下
り
て

き
て
、「
一
粒
そ
の
ま
ん
ま
、
一
粒

そ
の
ま
ん
ま
」
と
言
い
な
が
ら
い
た

ず
ら
を
す
る
の
で
し
た
。

困
っ
た
爺
さ
ま
は
、「
猿
や
、
そ

ん
な
ご
ど
．
．

言
わ
な
い
で
す
け
れ

．
．
．

ぇ

(

手
伝
っ
て
く
れ)

。
娘
三
人
も
お
る

の
で
、
す
け
れ
ば
お
前
に
、
一
人
嫁

に
く
れ
で
や
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
冗
談
の
つ
も
り
で
言
っ

た
の
で
し
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
猿

は
真
剣
に
な
り
、
夢
中
で
豆
ま
き
を

手
伝
う
の
で
し
た
。

次
の
日
か
ら
猿
は
、
毎
日
の
よ
う

に
爺
さ
ま
の
家
に
来
て
、「
あ
の
と

き
の
約
束
だ
。
嫁
を
も
ら
い
に
来
た
」

と
、
う
る
さ
く
催
促
を
す
る
の
で
し

た
。
猿
の
真
剣
な
様
子
に
、
爺
さ
ま

は
ご
飯
も
の
ど
を
通
ら
な
い
ほ
ど
困

っ
て
し
ま
い
、
思
い
き
っ
て
こ
の
こ

と
を
、
三
人
の
娘
達
に
話
し
ま
し
た
。

話
を
聞
い
た
上
の
二
人
の
姉
は
、

「
と
ん
で
も
な
い
。
猿
の
嫁
な
ど
お

こ
と
わ
り
。
行
く
な
ら
自
分
で
行
っ

た
方
が
い
い
」
と
怒
る
の
で
し
た
。

し
か
し
、
爺
さ
ま
の
困
り
切
っ
た

顔
を
見
た
三
番
目
の
娘
は
、「
約
束

は
な
ん
ぼ
猿
で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ら
私
が
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
嫁
に
行
く
こ
と
を
引

き
受
け
る
の
で
し
た
。
爺
さ
ま
の
顔

は
涙
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

い
よ
い
よ
猿
が
迎
え
に
来
る
日
、

娘
は
爺
さ
ま
に
「
嫁
入
り
道
具
は
何

も
要
ら
な
い
が
、
と
き
ど
き
好
き
な

餅
を
つ
い
て
家
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
い
の
で
、
石
う
す
．
．

と
き
ね
．
．

を
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

迎
え
に
来
た
猿
は
、
用
意
し
て
あ

っ
た
重
い
石
う
す
と
き
ね
を
ど
っ
こ

い
し
ょ
と
背
負
い
、
娘
を
せ
き
た
て

る
よ
う
に
家
を
出
か
け
ま
す
。
娘
は
、

悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
爺
さ
ま

に
、「
心
配
は
い
ら
な
い
よ
」
と
笑

い
顔
で
言
い
残
し
、
猿
の
あ
と
を
つ

い
て
行
き
ま
し
た
。

村
を
は
な
れ
て
、
奥
山
の
け
わ
し

い
道
に
入
る
と
、
切
り
立
っ
た
岩
場

に
山
桜
が

ま
っ
さ
か

り
に
咲
い

て
い
ま
し

た
。
下
の

谷
川
に
は

雪
ど
け
の

水
が
ご
う

ご
う
と
音

を
立
て
て

流
れ
て
い

ま
す
。
娘

は
「
き
れ

い
な
桜
だ

こ
と
、
ひ

と
枝
ほ
し

い
な
あ
」
と
ね
だ
り
ま
し
た
。
む
ご
．
．

(

婿)

の
猿
は
木
登
り
名
人
、
石
う
す

と
き
ね
を
背
負
っ
た
ま
ま
す
る
す
る

と
登
り
ま
す
。
桜
の
枝
に
た
ど
り
着

き
「
こ
れ
だ
が
ぁ
？
」
と
娘
に
た
ず

ね
る
と
、「
も
っ
と
裏
の
方
よ
」
と

娘
は
答
え
ま
す
。

こ
れ
だ
が
ぁ
、
ま
だ
ま
だ
、
と
繰く

り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
背
負
っ
て

い
た
石
う
す
と
き
ね
の
重
さ
で
木
の

枝
が
折
れ
、
ド
ボ
ー
ン
と
谷
川
に
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
猿
は
溺
れ
な

が
ら
「
流
れ
る
こ
の
身
は
い
と
わ
ね

ど
、
残
る
ひ
め
コ
が
い
と
お
し
や
…
」

と
言
葉
を
残
し
、
水
に
流
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

娘
が
家
に
戻
る
と
、
爺
さ
ま
も
姉

達
も
「
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
」
と
、

娘
の
無
事
を
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



農
林
水
産
省
で
は
、
林
政
審
議

会
か
ら
の
新
た
な
林
政
展
開
に
つ

い
て
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
林
政

改
革
大
綱
、
お
よ
び
林
政
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ

の
大
綱
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
十

一
世
紀
は
じ
ま
り
の
林
政
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。
今
後
林
政
改
革

は
、
新
た
な
林
業
基
本
法
の
策
定

や
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
五
ヵ
年

に
わ
た
る
政
策
の
効
果
を
検
証

し
、
見
直
し
と
具
体
化
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
五
ヵ
年
間
に
検
討
し
見
直

さ
れ
る
主
な
政
策
項
目
を
あ
げ
る

と①
　
森
林
整
備
事
業
の
見
直
し
と

し
て
抜
き
伐
り
を
繰
り
返
し
つ
つ

更
新
す
る
施
業
推
進
と
、
緊
急
間

伐
五
ヵ
年
対
策
の
確
実
な
実
施

②
　
効
率
的
な
森
林
整
備
の
た
め

の
林
道
等
整
備
と
、
機
械
化
の
推

進③
　
林
業
経
営
担
い
手
の
育
成

と
、
森
林
組
合
の
森
林
管
理
機
能

充
実

④
　
品
質
・
性
能
の
確
か
な
木
材

製
品
供
給
体
制
の
整
備
等

⑤
　
地
域
材
利
用
の
推
進
方
向
を

明
確
化

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

19 広報ひがしゆり　13.4.1

　林業 
 だより 

林
政
改
革

（3/2）

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材30cm上

24～28cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

2,300

�(3/2)14～22cmの材質の良いものの選別買いで、22％と低調。
寒気がゆるんだ分乾燥材のニーズが減り、単価は弱含み。
�(3/16)材質の良いものの選別買いで、売上率も21％と低調。

（
平
成
十
三
年
三
月
・
平
均
価
格
）

四
五
年
生
〜
五
五
年
生

三
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
30
24
54

平均体重
293kg
278kg
286kg

平均価格
445,200円
365,400円
409,733円

kg当単価
1,443円
1,248円
1,361円

去　勢
雌

金　額
670,950円
646,800円

父
北国7の8
平茂勝

母の父
紋次郎
福谷1

母の祖父
安美金
益　美

藤原陽太郎（上通）さんの作品です。
本作品は「第42回秋田県美術展覧会（写真の部）」で入選しました。

4,200～4,300
4,000～4,100
3,800

4,100～4,200

（3/2）（乾燥材）
（3/16）

（乾燥材）



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,466 

2,609 

5,075 

1,392

－3 

－9 

－12 

2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

2 

1 

1 

14

7 

6 

4 

18

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

17 

2 

0 

2 

0 

1

1 

37 

2 

0 

2 

0 

1

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  

13.4.1 広報ひがしゆり　20

日
当
た
り
の
少
な
い
山
野
、
ま
た
は
林
中
に
生
え
る
常
緑
の
多

年
草
で
、
高
さ
は
10
〜
15
セ
ン
チ
く
ら
い
で
す
。
茎
は
直
立
し
て

１
本
か
ま
ば
ら
に
枝
を
分
け
ま
す
。
葉
の
数
は
少
な
く
、
普
通
は

茎
の
節
の
部
分
に
輪
生
状

に
つ
き
ま
す
。
広
披
針
形

で
鋸
歯
が
あ
り
、
中
央
部

分
は
白
く
な
っ
て
い
ま

す
。
６
月
ご
ろ
茎
の
頂
上

に
１
個
の
下
向
き
の
白
花

を
つ
け
ま
す
。
ガ
ク
５
、

花
冠
５
、
雄
し
べ
が
10
本

あ
っ
て
、
花
後
　
果
（
ホ

ウ
セ
ン
カ
の
よ
う
な
種

子
）
を
つ
け
ま
す
。
和
名

は
「
梅
笠
草
」
で
、
花
の

よ
う
す
が
ウ
メ
の
花
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

１� 消防かけつけ訓練
４� 小学校入学式（町内３校）
５� 東由利中学校入学式
11� 乳児健診
15� 秋田県知事選挙
18� 予防接種

（ツベルクリン反応）
20� 町自治会長会議

予防接種（ＢＣＧ）
21� 町スポーツ少年団入団式
24� ことぶき大学開校式
25� 1歳6ヶ月児健診
29� みどりの日

町農業委員選挙
30� 振替休日

1～ 7 春の火災予防週間
6～15 春の全国交通安全運動

東
由
利 

ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ

（
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
よ
り
金
一
封
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

畠
山
竹
志
さ
ん
（
本
荘
市
）、
阿
部
功
さ
ん
（
埼
玉
県
）、

畠
山
忠
男
さ
ん
（
本
荘
市
）、
匿
名
希
望
さ
ん
（
岩
舘

出
身
）、
伊
東
実
さ
ん
（
浦
和
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
よ
り
ご
芳
志
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

工
藤
弘
喜
さ
ん
（
野
田
）、
佐
藤
周
一
さ
ん
（
新
町
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

冬のまっただ中、2月17日に撮影した啓翁桜
です。春になれば自然に咲きますが、枝を折っ
て暖かいところに置くとこんなふうに咲きま
す。厳しい寒さに耐えた木ほど、春に見事に咲
き誇るという話を聞いたことがあります。頑張
っている人にも、もうすぐ春がやってきそうな
気がする、そんな光景でした。 （広報担当）

〈2／1～28〉

（ ）は前月比

東由利町にも春の陽が差すようになり、桜の季節もまもなくやってき
ます。4月は進学や進級、就職、異動など、1年に1度の大きな節目を迎
える月です。新しい生活に入られたみなさんご苦労様です。希望と初心
をステップにして、21世紀最初の新しい年度、歴史の上でも節目となる
年をお互いにがんばりましょう！

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

２
／16
高
　
橋
　
絵え

利り

花か

ち
ゃ
ん〈
和
　
美
〉
新
　
　
町

里
　
美
　(

町
営
住
宅)

２
／25
阿
　
部
　
鳳ほ

う

真ま

く
ん
〈
誠
　
普
〉
舘
　
西

智
　
子

３
／１
遠
　
藤
　
　
　
杏あ

ん

ち
ゃ
ん〈
賢
　
志
〉
新
　
処

祥
　
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

３
／４
大
　
庭
　
真
　
悟
さ
ん

）
舘
合
新
田

渡
　
辺
　
ヒ
ロ
子
さ
ん

舘
合
新
田

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

２
／28
阿
部
　
ユ
リ
さ
ん
（
57
）
蔵
　
次
・
妻
・
高
　
村

３
／５
佐
藤
与
吉
郎
さ
ん
（
95
）

謙
　
・
父
・
舘
　
西

３
／12
佐
藤
マ
サ
ヨ
さ
ん
（
87
）
幸
　
一
・
母
・
葎
　
沢

３
／19
畠
山
サ
ダ
ヨ
さ
ん
（
94
）
信
太
郎
・
母
・
舘
合
新
田


